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【データ諸元】
旧耐震比率：住居系建物数に対する旧耐震建物数の割合（ 2018(H30)都市計画基礎調査）
空家率：2018(H30)住居系建物数に対する空家数の割合（ 2023(R5).8時点の市調査データ）
最小4ｍ比率：市道延⾧に対する最小幅員4ｍ未満の区間を含む市道延⾧の割合（ 2022(R4)道路台帳）
⇒駅から500ｍ圏内にある町丁別に上記割合を算出し、それを平均化して算定

令和６年能登半島地震では、富山市内で震度５強の被害
を受け、周辺地域では、ブロック塀の笠木等が落下するな
どの被害も見られた。将来、さらに大きな震度の地震が
あった場合には、塀の倒壊によって道路が塞がり、安全な
避難や緊急車両の通行が困難になるなどの懸念がある。



南富山駅周辺の１０年後の未来に向けて、地域特性を活かした活力
と魅力あるまちへ再編するための方向性を示すものであり、また、
より豊かな“南富山らしい”まちの姿を多様なひとや関係者同士が共
有するための指針として策定するもの
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南富山駅周辺まちづくり関係者協議会

事務局会議
（みんなのみなみとやまミーティング）

みみみ

意見・提案立案・運営 活動への参加・協力など

企画
運営

意見
集約みみみ（みんなのみなみとやまミ(み)ーティング）

周辺住民や駅利用者などとの対話を行う場
（多様なアイディアやありたい姿を様々な形式で集約化）

実現に向けて･･･

「みみみ」で取り組んできた
活動内容や寄せられた意見な
どを取りまとめ、ニュースレ
ターを作成し、市ＨＰ等で公
開。また、様々な取組みに対
するメディア等を介した情報
発信を通じて、南富山への関
心を持ってもらう市民を増や
し、まちづくりへの機運醸成
を図る。

考える会との協働により、南富山駅周辺まちづくりに関心を持った高校生とともに、「す
ごろく」を活用した南富山の良さや課題を把握する取り組みを通して、その解決に向けた検
証と提案を行う取り組みを実施。１１月には市⾧への中間プレゼン発表を行った。
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…駅利用者、地域住民

…地域住民、広範な市民

…中学生、高校生

①公共交通の
乗り換えがで
きて便利な南
富山駅

①公共交通同
士の乗り場が
遠い南富山駅

＜滞在空間に関する項目＞
【スーパー】使いたい公園やまちに緑が少ない
【学 校】自習や友達と遊べる場所が少ない
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・待合空間への意見が多い
・公共交通に対する評価は高い

・乗り換えの便利さへの評価

・友達などと過ごせる場所が少な
いことへの意見が多い

・道の狭さへの懸念がある

【データ諸元】
得票率：設置場所ごとの年代別投票総数に占める項目別

投票数の割合
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・公共交通の利便性への評価

・駅前空間の危険性に対する懸念

・文教地区であることの評価
・アーケードや狭い道などのイン
フラに対する懸念

・公共交通の利便性やレトロな駅舎
への評価

・駅前空間に限らず、地下道などの
インフラに対する懸念

・文教地区であることの評価
・アーケードに対する懸念
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第１回 令和５年１１月２６日（日）…１９名
「理想の姿や使われ方を考えてみよう」
第２回 令和５年１２月１７日（日）…１６名
「理想を現実にするためのアイディア」

第１回 令和５年１１月２６日（日）…１４名
「南富山駅周辺の暮らしを考えてみよう」
第２回 令和６年 １月２１日（日）… ９名
「暮らしやすい理想のまちを考えてみよう」
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子どもから大人まで全員に愛される

魅力を感じ、時間やお金を消費したくなる

誰もが安全に安心して暮らすことができる

多様な人が学びやチャレンジできる

学生や地域の方が滞在・交流できる
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＜駅前空間＞

＜公共交通＞

＜駅周辺＞

歩行者等や自動車の共存と人のための居場所づくり

利用者がより快適に使えて過ごせる交通結節機能

拠点性を高めるインフラ整備や都市機能立地

･･･エリアコンセプト（全体方針）

･･･目標とする未来像（個別方針）

･･･背景（現状認識や市全体のまちづくり、社会・時代の潮流など）
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今を暮らす皆さんが想像しやすく、より良い未来の実現に
向けて必要となる取り組みを着実に進めていくことが重要

･･･エリアコンセプト（全体方針）

･･･目標とする未来像（個別方針）

･･･背景（現状認識や市全体のまちづくり、社会・時代の潮流など）

第４章

第１章～第３章
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シーンスケッチ取組みイメージ

生活像

説明書き・・・
・・・
・・・
・・・
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公共交通結節の高さ 文教地区としての魅力自動車通行の多さ 滞在性や愛着の向上

多様な交通を受け入れ、その改善と強化を通して
暮らしの拠点となる未来を築いていく

多様な主体が連携し、様々な交流を促しながら、
地域の個性を育くんでいく

南富山駅周辺の１０年後の未来に向けて、地域特性を活かした活力と魅力あるまちへ再編するための方向性を示すものであり、また、より豊
かな“南富山らしい”まちの姿を多様なひとや関係者同士が共有するための指針として策定するもの

市内３位の利用者数

多様な公共交通がアクセス

公共交通があることによる
暮らしやすさ

送迎・駐車空間が不明瞭

通過交通の多さ

狭い道路なども含めた
安全性や快適性の低下

学生の顔が見えるまち

中学校や高校が多く立地

様々な学びや
チャレンジを促す基盤

滞在・交流できる空間がない

日中の滞在人口が少ない

多様な世代の交流が
促されていない

現
状
や

課
題

未
来
に
向
け
た
視
点

評
価
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【参考】将来ビジョンの最終成果物について

■開催候補日

3月15日(金)または 18日(月)のいずれかで時間未定

・提示した構成案に基づい
て作成

・エリアコンセプトや目標
とする未来像を中心に構成


